
操作簡単と使い易さ

操作簡単とは

使い易さとは

次の操作で選択する項目を探すのではなく、予め用意して表示しておくことです。これが操作簡単の
秘訣です。具体的には、売上データ入力の画面で、得意先項目を選択すると、直送先は納品実績のあ
る直送先が得意先別直送先という形式で、次の選択がし易いように予めリストされます。
商品の方は、納品実績のある商品が得意先別商品という形式で、次の選択がし易いように予めリスト
されます。このようなひとつひとつのアクションの積み重ねが操作を簡単にしてくれます。

使い易さとは、ソフトウェアを使用していく中で、感じる感覚です。
具体的には、売上データ入力で売上データと売上伝票印刷データは他社ソフトでも一般的には作成さ
れます。「菓子メーカーくん」は、それに加えて送り状・荷札・封筒の出荷印刷データも自動的に生
成されます。ここが大きな違いです。他社ソフトはこの後、送り状・荷札・封筒のそれぞれを入力し
て出荷印刷データを作成しなければなりません。
これが使用していく中で感じる使い易さに繋がります。

売上データ入力画面直送先表示

売上データ入力画面出荷印刷データエリア表示



「菓子メーカーくん」のコスト削減

コード体系採用によるコスト削減

出荷印刷データ自動化によるコスト削減

コード体系とは、コードの各桁に意味を持たせる、意味付けすることを言います。
コード体系を利用すると、コードを見つける、探すスピードが圧倒的に速くなり、作業時間の短縮に
貢献します。作業時間が短縮されることで、人件費のコスト削減に繋がります。
「菓子メーカーくん」では、例えば得意先コードとか、商品コードなど最初の２桁は５０音コードを
採用しています。こうすることで、５０音順にコードが並びます。後からコードを追加しても５０音
順に並びます。これがコードを探す時間短縮に繋がる理由です。
尚、「菓子メーカーくん」に移ってきたユーザーの場合、了解を得て、弊社側でコード体系を構築い尚、「菓子メーカーくん」に移ってきたユーザーの場合、了解を得て、弊社側でコード体系を構築い
たします。他社ソフトから「菓子メーカーくん」へ移ってきたユーザーの中で、コード体系を利用し
ているユーザーは過去に１件もありませんでした。

売上データ入力または受注データ入力の操作時に、売上データまたは受注データは当然の結果として
作成されます。「菓子メーカーくん」では、この時点で同時に、売上伝票、送り状、荷札、封筒の４
つの出荷印刷データを自動的に生成します。他社ソフト使用時には、この時点で送り状、荷札、封筒
の３つの出荷印刷データは生成されません。他社ソフトでは別途、送り状、荷札、封筒を入力して作
成する必要があります。このことがコスト削減に貢献します。

出荷印刷データ自動生成



A4新菓子統一伝票移行によるコスト削減

菓子業界では長い間、菓子統一伝票その後の菓子VAN現在のe-お菓子ねっとに対応した新菓子統一伝票
の使用は殆んど強制でした。それが数年前、ある菓子問屋では使用しなくても大丈夫という情報を得ま
した。そこで、新菓子統一伝票と書式がすべて同一のA4紙を使用した新菓子統一伝票を考案しました。
その結果、伝票１枚当り７円のコスト削減を実現しました。そんな訳で、今A4新菓子統一伝票が人気に
なっています。

A4新菓子統一伝票
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